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概要 

 

これまで開発してきた道路橋用アルミニウム床版の実物大レベルの試験体を製作し，移

動トラックタイヤ載荷試験を行い，その疲労耐久性を明らかにする． 

荷重の大きさが 138kN で 121.7 万回往復（アルミニウム床版の中央部では 486.8 万回の繰

返し載荷）の移動トラックタイヤ載荷試験において，アルミニウム床版の母材，摩擦攪拌

接合部および鋼製高力ボルト摩擦接合継手に疲労亀裂は観察されなかった．アルミニウム

床版の母材，摩擦攪拌接合部および鋼製高力ボルト摩擦接合継手の各部位に発生する応力

と S-N 曲線を比較することにより，各部位は十分な疲労耐久性を有していることを示す． 

 

本研究レポートは，次の論文に加筆するとともに，過去の研究の概要，ならびに，押出

形材の摩擦攪拌接合と同接合部の品質検査および側辺現場継手の設計について新たに記述

している． 

 

大倉一郎，長尾隆史，萩澤亘保：アルミニウム床版の移動トラックタイヤ載荷試験による

疲労耐久性評価，構造工学論文集，Vol.56A，pp.1217-1226，2010． 
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第 1 章 序論 

 

我が国では 1950 年代に建設された多くの道路橋が高齢化，老朽化し，損傷した鉄筋コン

クリート床版（以下，RC 床版と呼ぶ）の補修・補強ならびに取り替えが行なわれ始めてい

る．さらに，1993 年の道路構造令の改正において設計自動車荷重が 196kN から 245kN に変

更されたことにより，RC 床版の取り替え時に現行の道路橋示方書 1)を適用すると，床版厚

が厚くなるために主桁の補強が必要になる場合がある 2)．これに対して，RC 床版を軽量な

アルミニウム床版に取り替えることによって問題を解決できないかとの考えが出された 3)．

アルミニウム床版を用いることにより，RC 床版と比較して床版重量を約 1/5 に減らすこと

ができ，従来よりも小型の架設重機で工事が行えるため，施工時の道路占有面積を抑え，

事業を早期に完了することができる． 

このような背景で道路橋用アルミニウム床版に関する研究が行なわれてきた．当初，押

出形材を摩擦攪拌接合で接合することにより，図 1 に示すような閉断面アルミニウム床版

が開発された 4)．摩擦攪拌接合とは，1991 年に英国の溶接研究所で開発された固相接合法

の一種である．しかし，アルミニウム合金土木構造物の摩擦攪拌接合部の品質検査指針

(案)5)では摩擦攪拌接合部を目視検査することが規定されており，閉断面アルミニウム床版

では摩擦攪拌接合部の裏面を目視検査することができなかった．これを解決するために，

図 2に示す開閉断面アルミニウム床版が開発された 6)．この床版においては，開断面で摩擦

攪拌接合が行われるので，摩擦攪拌接合部の両面を目視検査することが可能である．その

後，アルミニウム床版と鋼桁との連結構造 7)，現場継手 8) ,9)，地覆定着 10)，摩擦攪拌接合部

の疲労強度 11),12)およびアルミニウム床版の適用支間長 13)に関する研究が行われてきた． 

本研究では，橋軸方向 7.05m，橋軸直角方向 3.0m の実物大レベルの開閉断面アルミニウ

ム床版を製作し，同床版の移動トラックタイヤ載荷試験を行い，その疲労耐久性を明らか

にする． 

 

 

図 1 閉断面アルミニウム床版 図 2 開閉断面アルミニウム床版 
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第 2 章 過去の研究の概要 

 

2.1 押出形材 

アルミニウム床版は押出形材で構成される．図 3に示すように，押出形材の上フランジの

張出した端が突合わされ，摩擦攪拌接合される．したがって，摩擦攪拌接合部の表裏を目視

検査することができる．押出形材の材質と調質は A6061S-T6 である．アルミニウム床版の

断面形状は，4m 以下の鋼主桁間隔に適用できるように設計された．押出形材の品質および

摩擦撹拌接合装置の能力のために，押出形材の板厚は 15mm を超えないことが条件とされ

た． 

上フランジの設計では，図 3 に示す板厚 ut と間隔 cB ， oB が次の条件を満たすように決定

された． 

(1) 道路橋示方書 1)に規定されるトラックの輪荷重 137.3kN によって上板に生じる応力の

最大値が許容応力を超えない．輪荷重 137.3kN は，静荷重 98.1kN と衝撃荷重 39.2kN

の合計である．輪荷重の載荷形状は 500mm×200mm の長方形である． 

(2) 輪荷重の移動によって，上板に生じる応力範囲が疲労強度を超えない． 

(3) アスファルト舗装に悪影響を及ぼさないようにするために，輪荷重によって上板に生

じる面外たわみを B/300 以下とする 1)．ここで， Bはウェブ間隔 cB または oB である． 

下フランジとウェブの設計では，図 3に示す下フランジの板厚 lt と幅 lB およびウェブの板

厚 wt と高さH が次の条件を満たすように決定された． 

(1) 高さH は押出ダイスの寸法制限を受ける． 

(2) 摩擦撹拌接合を裏から行うために，隣り合う下フランジの間隔を 90mm 以上とする． 

(3) 道路橋示方書 1)に規定されるトラック荷重によって下フランジに生じる応力の最大値

が許容応力を超えない．橋軸直角方向に可能な限りトラックを載荷する． 

(4) (3)で得られた最大応力が疲労強度を超えないようにする． 

(5) アルミニウム床版の過度な鉛直たわみを防ぐために，下フランジの鉛直たわみは

300L 以下にする．ここで， Lは鋼桁の間隔であり，4m 以下とする． 
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図 3 押出形材の上フランジの張出し端の摩擦撹拌接合 










































































